
 

 

開講年度・学期 2017 年度・通年 授業形態 演習 

科目名 専門演習（民法） 科目ナンバー JASEM3303 

英語表記 Seminar on Civil Law 
担当教員 高橋 眞 

単位数 4 

科目の主題 

判例分析とテーマ研究 

授業の到達目標 

最高裁の判例資料を１審から上告審まで精読し、判例分析の方法を身につけること、並びに、自らの

疑問に基づいて問題を設定し、それに基づいてテーマ研究をする能力を身につけること。 

授業内容・授業計画 

 

第１回 オリエンテーション①：とり上げる判例

の決定 

第１６回 テーマ研究② 

第２回 オリエンテーション②：判例研究の実演 第１７回 テーマ研究③ 

第３回 判例①の研究：報告者の報告 第１８回 テーマ研究④ 

第４回 判例①の研究：討論 第１９回 テーマ研究⑤ 

第５回 判例②の研究：報告者の報告 第２０回 テーマ研究⑥ 

第６回 判例②の研究：討論 第２１回 テーマ研究⑦ 

第７回 判例③の研究：報告者の報告 第２２回 テーマ研究⑧ 

第８回 判例③の研究：討論 第２３回 テーマ研究①（続き） 

第９回 判例④の研究：報告者の報告 第２４回 テーマ研究②（続き） 

第１０回 判例④の研究：討論 第２５回 テーマ研究③（続き） 

第１１回 判例⑤の研究：報告者の報告 第２６回 テーマ研究④（続き） 

第１２回 判例⑤の研究：討論 第２７回 テーマ研究⑤（続き） 

第１３回 判例⑥の研究：報告者の報告 第２８回 テーマ研究⑥（続き） 

第１４回 判例⑦の研究：討論 第２９回 テーマ研究⑦（続き） 

第１５回 テーマ研究① 第３０回 テーマ研究⑧（続き） 

 

事前・事後学習の内容 

 自分の担当部分をしっかり準備するとともに、他のメンバーの報告について、２回目に質問が出せ

るように準備しておくこと。 

評価方法 

日常の報告・討論への参加状況によって評価する。 

受講生へのコメント 

 素朴な質問ほど価値があるので、遠慮しないで質問すること。 

教材 

 特になし。 
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その他 

 特になし。 

履修可能最低年次 

3 年次生以上 

 

 
 

 

開講年度・学期 2017 年度・通年 授業形態 演習 

科目名 専門演習（民法） 科目ナンバー JASEM3303 

英語表記 Seminar on Civil Law 
担当教員 藤井 徳展 

単位数 4 

科目の主題 

本演習の主な対象は、民法第 1 編総則、第 2 編物権、第 3 編債権の、民法財産法である。参加者の

希望があれば、第 4編親族、第 5編相続の、民法家族法もとりあげる。 

授業の到達目標 

本演習では、民法財産法、民法家族法の主要なテーマについて、判例、学説のまとめと検討、事例

問題を使った演習、ディベート形式での討論を中心とする。 

 以上を通じて、民法全体の理解をさらにすすめていくための、基礎的応用的知識の修得その他、「民

法の基礎と応用」の体得につとめたい。 

授業内容・授業計画 

次の項目で行う。 

 前期：民法第 3編債権第 1章以下、総則 ── 債権総論、第 2章以下、契約（第 2章）、事務管理（第

3章）、不当利得（第 4章）、不法行為（第 5章） ── 債権各論・・・以上、債権法 

 後期：民法第 1編総則、第 2編物権、第 3編債権、第 4編親族、第 5編相続・・・以上、民法全体

 細目（日程、内容）は、開講時その他、全体の場で決める。 

  

概略を挙げれば、おおむね次のようになる。すなわち、 

前期は、債権法（債権総論・債権各論）を中心に判例研究を行う。主要なテーマについて主要な判

例を取り上げて、関連する判例および学説のまとめと検討、そして、関連する新民法（債権法）につ

き改正にかかる議論のまとめと検討を行う。 

後期は、（債権法というしばりをはずして）主要なテーマについて、判例学説のまとめと検討、を行

う。また、初回履修者および既習履修者の構成によるが、最近の主要文献・論文の講輪読をしてもよ

い。その他、参加者の希望があれば、裁判所見学・裁判傍聴等を実施してもよい。 

ゼミで扱ってみたい判例およびテーマを参加者各自で持ち寄り、そのうちどれを取り上げるかを全

体の場で決める。こちらで指定することもある。そして各回とも数人を報告担当者として、判例学説

等、現在の議論状況を報告してもらう。あるいは、やはり数人を報告担当者として、事例問題につき、

一応の解答を準備しかつ議論を進行してもらう。もちろん、全員での議論が必要不可欠である。 

 

事前・事後学習の内容 

 演習前には、報告担当グループまたは教員が指定する必読文献または参考文献を読んだうえで必ず

予習して、基本的な用語、制度や、問題状況、議論状況を理解しておくこと。演習時かぎりとしない

で、自らの学修との接続をはかること。 

評価方法 

演習への参加状況を総合的に評価する。 
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